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教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

ありがとう！忘れないでね!!ありがとう！忘れないでね!!「６年生を送る会」「６年生を送る会」
5日(火)に「6年生を送る会」が開かれました。各学年とも2

月の半ばから準備を進めてきました。

2年生は6年生への応援エールにはじまり、メッセージと

「ぼくのひこうき」「翼をください」の2曲を6年生に贈りまし

た。小学校を巣立ち、羽ばたいていく6年生にピッタリの歌詞

の2曲を2年生らしく歌い上げ、感謝の気持ちを伝えました。

3,4年生は、替え歌で6年生4人それぞれの特技や頑張った

ことなどを紹介したあと、6年生の1年生の時の顔写真と最近

の顔写真を使って変身マジックがあったり、ピタゴラスイッ

チが出たり、プレゼント列車で行進したりと体育館をいっぱ

いに使って、アイディアいっぱいの発表でした。効果音にも

凝っていて、とても楽しい気持ちになりました。フィナーレ

には3,4年生の作ったくす玉を6年生が割ると、「六年生ありが

とう！」「忘れないでね！」の垂れ幕…大成功でした。

6年生は、劇の発表でした。俊輔さんが作ったオリジナルス

トーリーの劇で清穂さん扮する野菜作りの上手な意地悪おば

あさんが優しくなるお話でした。どこまでが規定どおりでど

こまでがアドリブなのか分からない演技が6年生らしいという

か、さすが6年生の地力を見せられた感じがしました。6年生

からは在校生と先生方一人一人にプレゼントもありました。

そして、3人で6送会を計画・運営した5年生。司会や感想

発表、はじめと終わりのことば、音楽担当など、会の進行を3

人だけでしっかりとやり遂げましたが、それにもまして、計

画立案や案内状作りなど、当日までの準備が大変だったと思

います。会が始まる直前の昼休みに体育館をのぞいてみる

と、3人だけで最終リハーサルと確認をしていて感心しまし

た。全体の流れの中では、全員で体育館中央に円を作って

「笑顔」を歌ったのが特に印象的でした。曲選びや練習も大

変だったことでしょう。

担任から話を聞くと、5年生をはじめどの学年も子どもたち

が自力で作り上げたのだそうです。「自分たちだけでやらせてみよう」というような確認をした訳

ではないですが、申し合わせたかのように子どもたちが自分たちで作り上げた6送会になりました。

そういう意味では、先生方のチームワークも素晴らしかった…

担任が仕切れば、もしかしたらもっとクオリティーの高いものになったかもしれません。しかし

子どもたちに経験させることや、その過程での成長の方が大切です。「任せて見守る」のは意外と

大変です。気をもむ場面があったり、練習を見ていて口を出したくなったりします。それをグッと

こらえるのは、自分の学級が可愛い、親心のある担任にとってはずいぶんと忍耐を要することです。

 
 



中学校では、中２生徒によく「『送る会』は、卒

業生のため…とは言うけれど、本当は自分たちのた

めにやるんだよ」と言います。「送る会」は在校生

が卒業生に向けて「先輩達が卒業しても、自分たち

でしっかりとやっていけますよ」と伝える場であ

り、その姿を見せることが卒業生への感謝に他なら

ないのです。それと同時に中2(小学校なら5年生)に

とっては、自分たちはこれから最上級生として、し

っかりやっていくという自覚を持ち、自信をつける舞台なのです。今回、5年生には、やり遂げた

達成感、充実感があったはずです。本当にすばらしい、大成功の「6年生を送る会」でした。

「6年生を送る会」が終わったあとに、5,6年生は6年生の保護者を招き「卒業を祝う会」を催

しました。これも6年生がすべて計画し、運営も全て自分たちで進めました。この一年間の山っ子

たちの大きな成長がうかがえた、麗らかな春の一日でした。

大盛況！大盛況！ 松井教育長先生の松井教育長先生のママジジッッククシショョーー!!!!
2月25日(月)に小千谷市教育長の松井周之輔先生をお招きし、マジックを披露していただきまし

た。子どもたちには直前までナイショのサプライズでした。

「手品が見られる！」と歓声を上げた子どもたちに、先生から「これから私が言う課題を全員が

うまくできたぁらぁ～手品を見せてあげようかな～全員できたらだからね…」の一言でテンション

MAX！「あと出しジャンケン」などの簡単なゲームで、手品の前から大興奮の子どもたち…。

ハンカチから花や蝶が出たり、手から一瞬でステッキが現れたり、ロープが棒になったり…子ど

もたちは何とかタネを見破ってやろうと前のめりで凝視しますが、そこはさすがに、なかなか分か

るものではありません。「タネも仕掛けもないよ～」「ハナのアブラをちょっとつけるとね～」と

いう手品にお決まりのセリフが出るたびに、どんどん食いついていました。「みんなのパワーがほ

しいなぁ～」のことばには、子どもたちも先生方も「パワ～！！」の大合唱！ただ手品を見せるだ

けではなく、観客も参加させて楽しませるから「マジックショー」なのだ、手品もさることながら
．．．

話術が大切なのだなと、妙に納得してしまいました。アンコールも含めてたっぷり30分のマジッ

クショーを楽しみました。あんなに大興奮している子どもたちを見たのは初めてでした。

実は今回のマジックショーは職員研修のオマケで、子どもたちが下校した後に研修を行いました。

「子どもたちを惹き付け、興味関心を持たせて授業や活動をしたい。そのためにはどうしたら良い

か」という先生方の思いから、手品が特技でいらっしゃる教育長先生に研修の講師をお願いしよう

と計画したのが11月のことでした。教育長先生の公務が忙しく、一時頓挫しかけましたが、ご都

合を差し繰っていただき、ようやく実現しました。

先生方は、研修としての講話を聴きたかったのか、子どもたちにマジックを見せてほしかったの

か、もしかして先生方自身がマジックを見たかったのか…は定かでありませんが、いずれも子ども

たちを思ってのことには違いありません。とても楽しく勉強になった研修でした。

驚きや不思議なことに対する「どうなっているんだろう」から「知りたい」が生まれるのです。

疑問を抱くことが学びの源泉なのだということを改めて強く感じました。授業の中で…また様々な

活動を通して、子どもたちの「意欲」をかき立て、「知る喜び、できる喜び」を味わわせることが、

私たち教師の務めだということを再認識する良い機会となりました。


